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• ベリタステクノロジーズ合同会社は、この文書の著作権を留保します。また、
記載された内容の無謬性を保証しません。

• VERITAS の製品は将来に渡って仕様を変更する可能性を常に含み、これら
は予告なく行われることもあります。

• なお、当ドキュメントの内容は参考資料として、読者の責任において管理/
配布されるようお願いいたします。二次利用される場合、弊社はその成果物
に対して責任を負いません。



3 Copyright © 2020 Veritas Technologies, LLC. 

目次

1 Veritas System Recoveryの概要

2 Veritas System Recoveryインストール手順

3 Veritas System Recoveryバックアップ手順

4 Veritas System Recoveryリカバリ手順

5 Veritas System Recovery Monitorについて

6 まとめ、その他お役立ち情報



4 Copyright © 2020 Veritas Technologies, LLC. 

目次

1 Veritas System Recoveryの概要

2 Veritas System Recoveryインストール手順

3 Veritas System Recoveryバックアップ手順

4 Veritas System Recoveryリカバリ手順

5 Veritas System Recovery Monitorについて

6 まとめ、その他お役立ち情報



システム復旧の定番！Veritas System Recovery
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D:

C:

各種ディスク:
• USB-HDD
• RDX
• 外付け/内蔵ディス

ク
• NAS(CIFS共有)
• 隠しパーティション

クラウドストレージ
（AWS/Azure/S3互換）

C ドライブの
イメージ
ファイル

Ｄ ドライブの
イメージ
ファイルVSSを利用した

スナップショット

バックアップの複製

システムもデータも両方まとめて“簡単”、“高速”、“確実”に保護！

・ディスクイメージでまるごとバックアップ

・ディスクイメージでまるごとリカバリ

バックアップ対象マシン

システム

データ

バックアップ対象コンピューター上の
「全ドライブ」または「個々のドライブ」を、
ディスクイメージで高速バックアップ/リカバリ
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Veritas System Recoveryの機能
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System Recovery Disk (SRD)

• Windows PEで動作

• ベアメタルリカバリ

• 異なるハードウェアへのリストアも可

• SRD使ってオフラインバックアップも可

• トラブルシューティングツール

Veritas

SRD

スタンドアロンのクライアント

• バックアップジョブの作成

• 物理→仮想変換 (P2V)タスクの作成

• バックアップステータスの確認

• リストア（個別ファイルのリストアや、
ボリューム全体（システム全体）のリストア）
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Veritas System Recovery製品ファミリー
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Server 
Edition

Basic 
Edition

Desktop 
Edition

Virtual 
Edition

Linux 
Edition

Windows Serverに
インストールする一般的な
エディション

機能が限定された日本
向けのエディション
（フルバックアップのみ、ファイル/
フォルダ単位バックアップ不可、オフ
サイトコピー、クラウドストレージ未
対応）

Windows 8.1/10な
どのクライアントマシン用
のエディション機能は
Server Editionと同一、
デスクトップ向けのため、
低価格

VMware ESXi, 
Hyper-V上などで利用
するためのエディション。
違いはライセンス形態の
み。ホスト上のすべての仮
想マシンにVSRのインス
トールが可能
（Windowsのみ）

Red Hat, Suse
Linux用のエディション。
このエディションはGUIはな
く、コマンドラインで使用。
機能としては、Windows
版とほぼ同等機能を持っ
ています

Copyright © 2020 Veritas Technologies, LLC. 



ライセンス
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Veritas System Recovery ライセンス形態

Veritas System Recovery Server Edition
※VSR Desktop Editionのライセンス１台分が含まれます。

サーバ単位

Veritas System Recovery Basic Edition サーバ単位

Veritas System Recovery Virtual Edition
※対象の仮想ホスト上の仮想マシン(Windows のみ)に対して、Server Edition とDesktop

Edition を無制限に利用できる権利が含まれます。

ホスト単位

Veritas System Recovery Linux Edition サーバ単位

Veritas System Recovery Desktop Edition クライアント単位

Copyright © 2020 Veritas Technologies, LLC. 



十分使える機能を、お手ごろ価格でご提供
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Basic Edition
シンプルな簡易版
(フルバックアップ

専用)

Server Edition
全機能が利用可能

Linux Edition
Linuxならこれ

Virtual Edition
仮想環境もお得に

54,720円 87,600円 54,960円 191,760円

上記は2020年4月時点の希望小売価格(税別)
Corporateライセンス・初年度平日日中保守1年込
最新価格情報のご確認は、ご購入前窓口まで。

仮想ホスト
単位課金

• 対象の仮想ホスト上の仮想マ
シン(Windows のみ)に対して、
Server Edition とDesktop
Edition を無制限に利用できる

• 仮想マシン3台以上ならお得
• Hyper-Vならホスト側も保護

可能

バックアップ対象マシン単位で購入

Desktop Edition

7,680円

PC用も
お安く

Server Edition
には、ライセンス1本
付属

Copyright © 2020 Veritas Technologies, LLC. 



システム全体のリカバリの流れ
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バックアップを取得（リカバリポイント）1

SRDからブート

マシンに修復ディスクを挿入

2

リカバリポイントをリストア

同一マシンまたは別マシンに
リストア

3

システム再起動

リストア後、バックアップ時点の状態
に戻る

4

ディスクストレージ

サーバ2

▪SATA

▪PCIx

▪デュアルプロセッサ

サーバ1

▪ SCSI

▪ PCI

▪ シングルプロセッサ

Copyright © 2020 Veritas Technologies, LLC. 
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アプリケーションの保護

• Windows版のVeritas System Recovery(VSR)は、 Microsoft Volume 
Shadow Copy Services (VSS)を利用してバックアップを行います。

• VSSを利用することで、システムおよびアプリケーションを整合性が取れた状態でバックアップ
することができます。

• VSSを利用しないアプリケーションは、サービスを停止した上で、バックアップします。サービス
の停止・開始処理は、
バックアップ開始前後にコマンドを挿入するインタフェースを用意していますので（プリ・ポスト
コマンド）、それを利用するか、タスクスケジューラを利用します。
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高速なリカバリ
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Veritas System Recovery

８時間でバックアップできるデータ量（TB）

0.0

1.0

2.0

3.0

TB

※ITR社調査結果より算出

Veritas System Recovery

2.8TB
（6.0GB/分）

リカバリの手順と時間を大幅カッ
ト！

• リカバリ用のDVDメディアやUSBメモリでマシンを起動
• OS やアプリケーションの再インストール不要
• 再設定も不要
• 丸ごとバックアップしたものを丸ごとリカバリ
• 異なるハードウェア構成にもリカバリ可能
• カスタムリカバリディスクの作成も可能

(事前に必要なドライバを登録可能)

リカバリ
３分49秒

バックアップ リカバリ

３分40秒 ３分49秒

バックアップとリカバリの所要
時間

HW：HP Pavilion dv6
OS：Windows 8   

(64bit)
バックアップ対象HDD：

25GB使用
バックアップ保存先：
NAS
出典：ベリタス調べ

Copyright © 2020 Veritas Technologies, LLC. 



とにかく簡単！
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はじめてでも簡単！

スケジュールを

設定

自動的に

バックアップ

バックアップデータ

の保存先を選択

HDD
NAS

バックアップ対象の

ドライブを選択

PC

サーバ
仮想環境

１ ２ ３

簡単だから、運用コストを抑えてバックアップ！

クラウド

一度設定すれば、
後はおまかせ！

Copyright © 2020 Veritas Technologies, LLC. 



バックアップデータをマウントすれば、
通常のWindowsのローカルディスクと

同様の操作が可能。

とにかく簡単！
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ファイルのリストアも簡単！

Copyright © 2020 Veritas Technologies, LLC. 



仮想環境へ

ESXサーバ、VMDK、
VHD/VHDXに変換

とても便利！
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物理から仮想環境に変換もOK
移行や障害対策にも使える！

新しいシステムへ

NAS/SAN

HDD

同じハードウェアが
用意できなくても安心

物理から仮想環境へ
スムーズに変換

Copyright © 2020 Veritas Technologies, LLC. 



System Recovery Monitor(無償監視ツール）
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System Recoveryを導入した複数のWindows PCや
Windowsサーバーをリモートで一括・集中監視

失敗

成功

バックアップ状況を
一覧表で簡単に確認！

監視専用サーバ不要！管理者のPCにインストールしたSystem Recovery Monitorで最大100台まで
のSystem Recovery(Windows)の監視が可能！

System
RecoveryのGUIを
ここから起動可能

管理操作もこの
MonitorからOK
(※)要GUIインストール

Copyright © 2020 Veritas Technologies, LLC. 
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Veritas System Recoveryのインストールメディアの種類

18 Copyright © 2020 Veritas Technologies, LLC. 

お客様は、インストールメディアファイルをベリタスサポートのポータルから
ダウンロードしてインストールします。インストールメディアファイルは大きく
分けて3種類あります。

※尚、DVDメディアはベリタス社から標準で提供しておりません。
インストールメディアファイルをお客様自身でDVDメディア等に焼くか、
ベリタスのDVDメディアオプションを購入する必要があります。

Veritas System Recovery
21

インストールメディ
ア

• VSR 21 Server
• VSR 21 Desktop
• VSR 21 Virtual Editions

• VSR 21 Basic Edition• VSR 21 Linux Edition

インストールメディ
ア1

インストールメディア2 インストールメディア3

日本市場のみに提供



Veritas System Recoveryのシステム要件
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VSR Windows 32-bitまたは64-bit OSの両方をサポートします。

Windows 8
Windows 8.1
Windows 10

Windows Server 2008 R2
Windows Server 2012
Windows Server 2012 R2
Windows Server 2016
Windows Server 2019

詳しくは、SCL（Software Compatibility List)を参照してください。
https://www.veritas.com/content/support/en_US/doc/VSR_18_SCL

注）VSRにはHCL(Hardware Compatibility List)がないため、導入可能なハードウェアの要件は、
OSのサポート要件に準じます。



Veritas System Recoveryのメモリ要件
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Veritas System Recovery Agent
（GUIを除いたVSRのコア部分）

512 MB

Veritas System RecoveryユーザインタフェースとRecovery Point 
Browser* 

*Recovery Point Browserはリカバリポイントのファイル/フォルダを表示して、リストアしたり、リカバリポ
イントにドライブレターつけてマウントするための機能

512 MB

Veritas System Recovery Disk （SRD) 1.5 GB 

LightsOut Restore（LOR)＊

＊SRDがなくても、SRDのブートイメージをハードディスクに組み込んで、ハードディスクからもブートできる
機能

1.5 GB



Veritas System Recoveryのストレージ要件
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全てのコンポーネント 言語設定にもよるが約2GB
※ADKもインストールする場合、そのサイズ分も考慮する必要があります。

リカバリポイント バックアップ対象のサイズに依存します。
例: 100GBのボリュームで20GBしか使用していない場合、
20GB程度またはそれ以下のサイズのリカバリポイントが作成されます。

Veritas System 
Recovery 
LightsOut Restore

2 GB



Veritas System Recovery：
サポート可能なファイルシステムとメディア
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サポート可能なディスクタイプおよびディスクパーティション

VSRでは下記のディスクタイプおよびディスクパーティションをサポートします。
• ダイナミックディスク
• GUIDパーティションテーブル (GPT)
• マスターブートレコード (MBR)
• Linuxスワップパーティション
• 4Kセクタ（ネィティブ）ディスクボリューム:

VSRは4kn (4Kネィティブ）ディスクをサポートします。VHDXフォーマットは、4Knディスクに対
応しているため、VSRもVHDXフォーマットを採用しています。VHDXフォーマットは、
Windows 8/Windows Server 2012以降の対応となるため、4Knボリュームの仮想変
換は、Windows 8/Windows 2012以降でサポートされます。

ディスクのセクタサイズを調べるには、以下のコマンドを実行して、BytesPerSectorの値を確
認します。

• Windows Server 2008 R2の場合: fsutil fsinfo ntfsinfo <drive letter:>

• Windows 8/Windows Server 2012以降の場合: fsutil fsinfo sectorinfo
<drive letter>

サポート可能なファイルシステム

VSRでは下記のファイルシステムをサポートします。
▪ FAT16, FAT16X

▪ FAT32, FAT32X

▪ Resilient File System (ReFS)
(注: VSRはReFSボリュームの完全および増分バックアッ
プをサポートします）

▪ NTFS

リムーバブルメディア

VSRではリカバリポイントを主なUSBデバイス、1394 
FireWireデバイス、RDX、REV、Jaz、Zipドライブ、光磁気
ディスク等に保存することができます。



Veritas System Recovery：
3rdパーティーのコンポーネント
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VSRを利用するためには、以下のMicrosoft .Net Frameworkの導入が必要となります。

▪Microsoft .NET Framework 4.5.2以降: VSRを利用するために必要となります

▪Microsoft Visual C++ 2008 SP1 Redistributable

▪ Microsoft Visual C++ 2010 x64/x86 Redistributable

▪ Microsoft Visual C++ 2012 Redistributable

▪ VSRのインストーラは以下のプラットフォームで、.NET 4.5.2がインストールされていなければ、自動的にインストールし

ます。

▪ Windows Server 2008 R2 SP1 (x64)以降

▪ Windows Server 2008 SP2 (x86とx64)以降

注: 

▪Windows 10/Windows Server 2016には、.NET 4.6が既にインストールされています。
▪ExchangeのEメールをリストアするオプション（Granular Restore Option)を利用するには、Microsoft Outlook 2007, 
2010, 2013の導入が前提です。



インストールの開始
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注意１）インターネット接続がない環境で、VSRをインストールしようとしたときに、Browser.exeを実行すると、エラーが発生する事象が報告されています。
回避策はSetup.exeを直接実行することです。詳しいことは、こちらをご覧ください(https://www.veritas.com/support/en_US/article.100042084.html)

注意２）Browser.exeを実行した後、右図の画面の途中でインストールが突然終了することがあります。この場合、ダウンロードしたインストールメディアファイル（zip)のプロパティを表
示して、[全般]タブ下のセキュリティーに以下のメッセージが表示されていたら、「許可する」のチェックボックスにチェックを入れてからインストールファイルを解凍してBrowser.exeを実行して
ください（関連Technote: https://www.veritas.com/support/en_US/article.100011953）
「このファイルは、他のコンピュータから取得したものです。このコンピュータを保護するため、このファイルへのアクセスはブロックされる可能性があります」

https://www.veritas.com/support/en_US/article.100042084.html
https://www.veritas.com/support/en_US/article.100011953


ライセンスへの同意
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インストールの種類
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カスタムインストールでは、個別コンポーネントを選択できますが、VSRの全機能を使用する場合は、
標準インストールでインストールします。



カスタムインストール画面
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※SRDの作成のみを行う場合、System 
Recovery Disk作成ユティリティーをインストールす
る必要がありますので、その際は、標準インストール
ではなく、カスタムインストールを選択します。



インストール先フォルダ
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インストール先を選択します。デフォルトはc:¥Program Files¥Veritas¥Veritas System Recoveryと
なります。



インストール設定の概要
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確認したら「インストール」をクリックします。



Veritas System Recovery本体のインストール
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サードパーティコンポーネントのインストールが完了したら、VSR本体がインストールされます。



インストールの完了
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インストールが完了したら、こちらの画面が表示されます。



アンケート
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「アンケートに参加」にチェックが入っていると、インストール後のアンケート入力画面が表示されます。
（入力は必須ではありません）



Veritas System Recovery起動時
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VSRを起動すると、ランセンス入力を促す画面が表示されます。



ライセンスキーの入力画面
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ライセンスキーを入力して、[次へ]をクリックすると、VSRはアクティブ化されます。

• ライセンス入力しない場合、60日間の試用期間があります。ランセンス入力するまで、管理コンソールを開くと、
この画面が表示されます。試用期間を過ぎると、バックアップジョブの編集とバックアップジョブの実行が
できなくなります。



アップグレードパス – Veritas System Recovery 21
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Veritas System 
Recovery 16

Veritas System 
Recovery 18

Veritas System Recovery 21

※アップグレード、リストア（どのバージョンで取得したリカバリポイントをリストアしてもよいか）について、互換性・
サポートされているバージョンについてSCLのEnd-of-Life Information に以下のように記載しています。

EOL Notice: These operating systems, backward compatibility for restores, rolling upgrades, third-party 
software applications, and Veritas products are no longer
supported for use with this version of Veritas System Recovery.

System Recovery 2013R2

2013R2がサポート外になり、サポートされるバージョンは16と18となります。通常は、
２バージョン前までがアップグレードおよびリストア対象となります。

Veritas System Recovery 21 
のアップグレードではロールバックはできません。



オプション
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タスクのオプションには、ジョブの設定以外の設定を行うことができます。



オプションのダイアログボックス ‐ 全般
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• NASなどにバックアップする場合、複数のコンピュータ
のバックアップがNASに格納されるため、ここにチェック
が入っていると、どのコンピュータのリカバリポイントファ
イルであるかがわかりやすくなります。

• オンにすると、指定したバックアップ保存先に、コン
ピュータ名のフォルダを作成し、その中にリカバリポイン
トが保存されます。

• リカバリポイントの保存先のデフォルトを指定できます。
バックアップジョブを作成したときに、この保存先が自
動的に表示されます。ジョブごとに変更することも可
能です。



パフォーマンス
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• バックアップ時のパフォーマンスを調整する機能です。
通常は最大のパフォーマンスで動作するようになって
いますが、他のアプリケーションを優先したい場合は、
スライダーを下げます。

• また、「ネットワークスロットルの有効化」をチェックする
と、バックアップに使用するネットワーク帯域幅を調整
できます。



トレイアイコン
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• スケジュールしていたバックアップが実行されなかった場
合に通知します。（例:バックアップの実行をスケ
ジュールしていた時間にコンピュータの電源が入ってい
なかった場合などに通知）

• バックアップに役立つメッセージを、質問形式で表示

• バックアップ操作の状態についてのメッセージを表示し
ます。（例:バックアップの開始の通知や、バックアップ
先の空き容量がわずかになったことの通知など)

• エラーが発生した場合にエラーメッセージを表示して、
データ保護を妨げる可能性がある問題の解決を促し
ます。

ここの設定は、デフォルトのままにしているお客様が多い
ので、このままで特に問題ありません。



ファイルの種類
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• ファイルの種類は、ボリュームレベルのバックアップでは
なく、「ファイルとフォルダのバックアップ」時に利用する
設定です。通常は変更の必要はありませんので、こち
らも必要があれば、マニュアルを参照してください。



外部のドライブ

41 Copyright © 2020 Veritas Technologies, LLC. 

• 外部ドライブとは、USBハードディスクなどの外付けの
ディスクのことになります。ローカルディスクには使用しま
せん。

• 外部ドライブに、名前を付けて、わかりやすく管理する
ための設定です。ここに何も表示していない場合は、
外部ドライブがないことを意味します。

（ネットワーク上のUNCパスには
利用しません）



FTPの設定
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• バックアップ保存先に加えて、オフサイトコピーという保
存先がVSRでは使用可能です。オフサイトコピーとは、
１つのバックアップ保存先だけではなく、別の保存先
にもバックアップデータ（つまり、リカバリポイント）を保
存したいときに使います。

• 例えば、バックアップ保存先は、ローカルのハードディス
クにして、オフサイトコピーをネットワーク上のNASなど
を指定することもできます。

• そのオフサイトコピーには、FTPサーバを選択することが
できますので、FTPサーバ側のモードに合わせた設定
をこの画面で指定します。



ログファイル

43 Copyright © 2020 Veritas Technologies, LLC. 

• ログファイルの保存先を変更できます。ログファイルは、
デフォルトでは、
C:¥ProgramData¥Veritas¥Veritas System 
Recovery¥Logs のフォルダです。

• また、出力するメッセージには、優先度があり、情報、
警告、エラーの3種類があります。基本的に、これらの
3種類すべてにチェックされていることが、望ましいです。

• 情報レベルは、サービスの開始、停止、メール通知の
テストなどです。

• 警告レベルは、バックアップジョブが開始できなかった場
合などが該当します。

• エラーレベルは、バックアップジョブが途中で失敗するな
どが該当します。



イベントログ

44 Copyright © 2020 Veritas Technologies, LLC. 

• イベントログにどのメッセージを記録するかを指定できま
す。大まかには、以下のようなすみ分けになります。

• 優先度低：通知テスト

• 優先度中：サービスの停止、開始、バックアップが開
始できなかった場合のエラー。

• 優先度高：バックアップ開始、完了、リカバリポイント
ファイルの削除、バックアップ実行中のエラーなど、直接
バックアップジョブに関係するような場合。



SMTP電子メール
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• SMTP電子メール通知を送信できます。優先レベルと
優先度は、前ページで説明しましたものになります。

• 優先度、優先レベルごとに、通知するかどうかを設定
できます。

詳しい設定方法はマニュアルを参照してください。



SNMP トラップ
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• デフォルトで、SNMPトラップは送信されません。また、
トラップを定義するMIBファイルなどは用意されていま
せん。

• SNMP受信側で、VSRにより送信されたSNMPトラッ
プ自体を確認していただくのみの機能です。
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バックアップ作成:バックアップの要件
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• システムパフォーマンスやユーザ運用に影響しないようバックアップを行います。

• バックアップをどこに保存するかを決めます。

• パスワードによる保護、暗号化の種類などを決めます。

• アプリケーションまたはデータベースを含めてバックアップするのか、何をバックアップするのかを決めます。

• システム全体か、個別パーティションごとにバックアップするのかを決めます。

• バックアップの検証を行うかどうかを決めます。



何をバックアップするべきか
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システム全体

OS領域

データ領域

個別のファイルやフォルダ

これらについてはVSRでバックアップ可能です

ボリュームレベルのバックアップデータは、リカバリポイントと呼ばれます。



リカバリポイントの種類
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C_Backup.v2i
C:¥

単体リカバリポイント

ドライブのフルバックアップを取得します。

アプリケーション、OS, ユーザ設定、
データなどのシステム上のすべの
バックアップを完全に取得したもの



リカバリポイントセット
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C_Backup.v2iC:¥
ベースリカバリポイント

C_Backup.iv2iC:¥

C_Backup.v2i
増分リカバリポイント

リカバリポイントセット

ベースリカバリポイントと増分リカバリポイントが含まれます。

システムが変更されるごとに
行うバックアップとして有効



リカバリポイントファイルの拡張子の種類
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リカバリポイントファイルの

拡張子
用途

.v2i
• 単体リカバリポイント（ワンタイムバックアップ）

• リカバリポイントセットのベースリカバリポイント

.sv2i

• システムインデックスファイルには、次の情報が含まれています。

– 最新のリカバリポイント

– リカバリポイント作成時のバックアップされたパーティション情報

– リカバリポイント保存先の場所

.iv2i • リカバリポイントセットの一部となる増分リカバリポイント



バックアップ保存先のメディア
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メディア メリット デメリット

ローカルハードディス
ク

• 高速なバックアップ、リストアに向い
ています。

• バックアップ、リストアの自動化に向
いています。

• 経済的（ドライブ領域を繰り返え
し上書きして使えるため）

• バックアップ用のドライブまたは領域をあらかじ
め用意しておく必要があります。

• ハードディスクを収容しているローカルマシンが
故障してしまうとバックアップへのアクセスも失わ
れてしまう可能性があります。



バックアップ保存先のメディア(続き)
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メディア メリット デメリット

USB/FireWire 外
部ディスク

• オフサイトストレージに向いています。

• バックアップ、リストアの自動化に向いてい
ます。

• 経済的（ドライブ領域を繰り返えし上書
きして使えるため）

• バックアップのための追加ドライブ、領域
が必要となります。

• マシンに接続されていて、電源ONにな
っていないと、バックアップジョブの実行が
スキップされます。

• リカバリ環境からリストアするには対応し
ているストレージドライバーが必要

フラッシュメモリ • 高速なバックアップとリストアに向いていま
す。

• 持ち運びしやすい

• 物理的に丈夫

• 常に接続されているとは限らないため、
バックアップの自動化には向いていない

• GB当たりの単価が高い

• メディアの信頼性が低い場合がありま
す



バックアップ保存先のメディア(続き)
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メディア メリット デメリット

ネットワークドライブ

• 高速なバックアップとリカバリに向いてい
ます。

• バックアップ、リストアの自動化に向いて
います。

• 経済的（ドライブ領域を繰り返えし上
書きして使えるため）

• ローカルディスクが故障してもバックアップ
データにアクセスできます。

• オフサイトストレージに向いています。

• リカバリ環境からリストアするためには対応
したNICのドライバーが必要となります。

• バックアップとリストアを実行するための適
切な権限をユーザに割り当てる必要があり
ます。

• ネットワークに常に接続していないコンピュ
ータ（ノートPC）では、バックアップを定期
的に取得することが難しい場合があります

注）CIFSやSMBを使用して、NAS上へバックアップできます。SRDからもNASに接続してリストアすることが可能です。
ただし、多数のマシンから１つのNASに同じ時間に集中してバックアップすることは避けることをお勧めします。ネットワーク
トラフィックや、NASのパフォーマンス低下により、バックアップパフォーマンスが影響を受けます。



バックアップ保存先のメディア(続き)
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メディア メリット デメリット

クラウドストレージ

(AWS S3, Azure)

• オンプレミス上のバックアップ保存先ス
トレージが不要

• リストアに時間を要します。

• 32ビットマシンには対応していません。

• クラウドベンダーからの課金が発生します。



ワンタイムバックアップジョブのフロー
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ワンタイムバックアップウィザードを起動します。1

バックアップ対象と、バックアップ保存先を決定します。2

リカバリポイントのオプションをします。3

必要があれば、コマンドファイル（プレ、ポストコマンド）を指定します。4

バックアップを実行します。（ワンタイムでは、スケジュールは指定できません）5



ワンタイムバックアップウィザードの起動
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タスク→ ワンタイムバックアップ1a



ワンタイムバックアップウィザードの起動(続き)
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次へを選択1b



バックアップソースを選択
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1つまたは複数のドライブを選択2a

• 対象のドライブを指定します。CTRLキーを押すと、
複数選択が可能です。

• また、「隠しドライブを表示」 のチェックボックスをオ
ンにすると、システム予約などの隠しボリュームが表
示できます。



関連するドライブを選択
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バックアップ対象を選択2b

• 関連するドライブをバックアップするかどうかを指定
します。



バックアップ保存先を選択
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バックアップ保存先を選択2c

• ネットワーク上の場合は、UNCパスを指定します。

• クラウドの場合は、クラウド用のボタンを
クリックします。



バックアップ保存先を選択(続き)
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バックアップ保存先を選択2d

• ネットワーク上の場合は、ユーザ名と
パスワードを指定します。



オフサイトコピー保存先を選択
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もし、必要があれば、オフサイトコピー保存先を選択2e

ターゲット:

• USBドライブ

• Firewireドライブ

• ネットワークドライブ

• FTPサイト

• オフサイトコピーでは、CIFS、FTP、クラウドな
どを利用できます。



リカバリポイントのオプションを指定

65 Copyright © 2020 Veritas Technologies, LLC. 

オプションを指定3a

• リカバリポイントに対するオプションを指定します。

• 圧縮は標準で問題ありません。

• また、検証はオプションとなっていますので、必要
ある場合は、検証にチェックを入れてください。



リカバリポイントオプションの詳細を指定
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• さらにオプションを指定したい場合は、「詳細」を指定
します。デフォルトでは、すべてのチェックがオフです。

• 例えば、リカバリポイントファイルを複数に分割すること
も可能です。DVD-Rに、リカバリポイントを保存する
こともできますので、そのためにリカバリポイントファイル
を分割することも可能です。

• また、Exchangeのトランザクションログを切り捨てる
場合は、VSS完全バックアップのチェックを入れます。

もし必要があれば、詳細を指定3b



コマンドファイルの指定
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もし必要ならコマンドファイルを指定3c

次の拡張子が利用可能:

.exe

.com

.bat

• 必要ならプレ、ポストコマンドを指定します。

• 指定方法は、3種類あり、スナップショット作成前、
スナップショット作成後、リカバリポイントファイル作成
後の3種類あります。



セキュリティオプションを指定
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必要があれば、暗号化の種類を設定4

• 暗号化のオプションを指定します。

• この項目はデフォルトでオンになっています。



バックアップの実行
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バックアップを実行します5a



バックアップ実行中の画面(続き)
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バックアップの進捗5b
進捗はインジケーターで確認できます。



バックアップジョブの設定の流れ
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バックアップ定義ウィザードを起動します。1

バックアップ対象を選択します。2

リカバリポイントタイプを選択します。3

バックアップ保存先を指定します。4

リカバリポイントのオプションを設定します。5

必要があれば、コマンドファイルを指定します。6

バックアップスケジュールを設定します。7

すぐに実行するか、スケジュールを指定するかを選択します。8

ワンタイムバックアップと
ほぼ類似しています。
大きな違いは、３と７
です。



バックアップ定義ウィザードを起動します
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タスク → 「バックアップの実行または管理」を選択1a



バックアップ定義ウィザードを起動します(続き）
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「新しく定義」をクリック1b



バックアップ定義ウィザードを起動します(続き）
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「コンピュータのバックアップ」を選択します。1c



バックアップソースを選択
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一つまたは複数のドライブを選択2a



関連するドライブを選択
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バックアップ対象を選択2b



リカバリポイントタイプの指定
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リカバリポイントのタイプを指定します。3

• リカバリポイントセットと単体リカバリポイントが指定で
きます。

• ベースと増分バックアップを行う場合は、リカバリポイン
トセットを選びます。

• フルバックアップのみを行う場合は、単体リカバリポイン
トを選びます。



バックアップ保存先の指定
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バックアップ保存先を指定します。4a

• リカバリポイントファイル名をカスタマイズ

• バックアップ保存先を指定します。ローカルのパスを指
定するか、ネットワーク上のUNCパスを指定するか、
クラウドを指定します。



リカバリポイントファイル名をカスタマイズ
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必要があれば、リカバリポイントファイル名をカスタマイズします。4b

• リカバリポイントファイル名の先頭にコンピュータ名を付
けるためのオプションです。
（デフォルトです）

• サブフォルダを作成して、サブフォルダにコンピュータ名を
指定するためのオプションです。



リカバリポイントのオプションを指定
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リカバリポイントオプションを設定5a

• 検証はデフォルトではオフです。バックアップ後に、検
証が必須の場合は、チェックします。

• リカバリポイントを何世代まで保存するかを指定しま
す。デフォルトは3世代です。

• バックアップ中に4世代目が作成され、完了時に、一
番古い世代が削除されます。



リカバリポイントオプションの詳細を設定
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もし必要であれば、詳細を指定5b

• Exchangeのトランザクションログを切り捨てる
場合は、VSS完全バックアップのチェックを入れます。



コマンドファイルの指定
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もし必要ならコマンドファイルを指定6

次の拡張子が利用可能:

.exe

.com

.bat

• 必要ならプレ、ポストコマンドを指定します。

• 指定方法は、3種類あり、スナップショット作成前、
スナップショット作成後、リカバリポイントファイル作
成後の3種類あります。



バックアップスケジュール設定
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• スケジュールを設定します。

• 何曜日の何時にバックアップを実行する、
ベースバックアップを何曜日の何時にバックアップする
かを決めます。

スケジュールバックアップを設定7



バックアップスケジュール – 詳細オプション

84 Copyright © 2020 Veritas Technologies, LLC. 

• イベントトリガーによるバックアップもできます。

• 例えば、ユーザのログオン、ログオフ時に
バックアップするなど、あるイベントをトリガーにして、
バックアップを開始することも可能です。



バックアップの実行
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バックアップジョブを保存します。8a

• チェックボックスをオンにすると、バックアップジョブを
保存して、即実行します。



バックアップ実行中の画面
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バックアップの進捗8b
進捗はインジケーターで確認できます



ファイル・フォルダバックアップのフロー
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• サーバ環境では、このバッ
クアップ方法はお奨めして
いません。

• ファイル数が10,000個
未満で、クライアント環境
でかつOfficeドキュメント
類などのバックアップの使
用を想定しています。

• バックアップ対象のデータ
量がこの上限を超える場
合、ドライブベースのバッ
クアップの使用が強く推
奨されます。

バックアップ定義ウィザードを起動します。1

「選択したファイルとフォルダをバックアップ」を選びます。2

バックアップするファイルとフォルダを選択します。3

必要があれば、リカバリポイントのオプションを設定します。4

バックアップスケジュールとイベントトリガーを設定します。5

すぐに実行するか、スケジュールを指定するかを選択します。6



バックアップ定義ウィザードを起動します
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タスク → 「バックアップの実行または管理」を選択1a



バックアップ定義ウィザードを起動します(続き)
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「新しく定義」をクリック1b



バックアップ定義ウィザードを起動します(続き)
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• サーバ環境では、このバックアップ方法はお奨めして
いません。

• ファイル数が10,000個未満で、クライアント環境で
かつOfficeドキュメント類などのバックアップの使用を
想定しています。

• バックアップ対象のデータ量がこの上限を超える場合、
ドライブベースのバックアップの使用が強く推奨されま
す。

「選択したファイルとフォルダをバックアップ」を選択します。1c



バックアップソースを選択
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バックアップ対象のファイルとフォルダを選びます。2



バックアップしたいファイルの種類を指定
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• カテゴリーが足りなければ、「ファイルの種類を追加」
をクリックして新しいカテゴリーを作成することができま
す。

• カテゴリーの名前と含めるファイルの拡張子を指定し
ます。



バックアップしたいファイルの種類を指定 (続き)
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• 既存のカテゴリーに新たなファイルの種類を追加するこ
とができます。

• 「編集」ボタンをクリックして追加したいファイル拡張子
を指定します。



バックアップしたいファイルの種類を指定 (続き)
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• こちらをクリックすると新たな拡張子を追加できます。



バックアップ保存先を選択

95 Copyright © 2020 Veritas Technologies, LLC. 

バックアップの保存先を選びます。3



詳細設定

96 Copyright © 2020 Veritas Technologies, LLC. 

• 簡単な除外設定と、ユニークなフォルダ名を作成して
そこにバックアップを保存させることができます。

• 複数のユーザがNASを共有しているときに便利です。



セキュリティオプションを指定
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• 暗号化のオプションを指定します。

• この項目はデフォルトでオンになっています。

必要があれば、暗号化の種類を設定4



バックアップスケジュールとイベントトリガーの設定
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スケジュールバックアップとイベントトリガーを設定5



バックアップスケジュールとイベントトリガーの設定 (続き)
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バックアップスケジュールとイベントトリガーの設定 (続き)
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バックアップの実行
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今すぐバックアップジョブを実行するか、計画に
従ってバックアップジョブを実行するかを決めます。

6

• チェックボックスをオンにすると、バックアップジョブを保存
して、即実行します



コールドバックアップとは
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VSRをインストールすることなく、リカバリポイントを作成できます。

ファイルへのアクセスや書き込みは行われない状態で、バックアップでき
ます。（つまり、VSSは使用されません）

完全なリカバリポイントになり、データベースも保護されます。

ワンタイムバックアップであり、オフラインバックアップとも呼ばれます。

注 : コールドバックアップでは、すべてのファイルはクローズされた状態でバックアップできます。



コールドバックアップの実行
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• コールドバックアップは、手動で実行する必要があります。スケジュールはできません。

• System Recovery Disk (SRD)の「コンピュータをバックアップ」を使って、コールドバックアップを行います。

• コールドバックアップは、次の手順で行います。

SRDでサーバを起動します。

ワンタイムバックアップを行います。

完了したら、OSを起動します。

1

2

3



コールドバックアップの実行(続き)
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バックアップ保存先で行える操作
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コピー

移動

削除

保存先の設定変更

• バックアップ保存先: バックアップデータ(リカバリポイ
ントやファイル/フォルダのバックアップデータ) が保存
される場所

• 「バックアップ先を管理」ツールは、リカバリポイントや
ファイル・フォルダのバックアップに対して、次のような
操作を行います。



「バックアップ先を管理」ツールの起動
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• [タスク]メニューまたは[ツール]タブから[バックアップ
先を管理]を選びます



「バックアップ先を管理」ツールの起動(続き)
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• バックアップの保存先を選びます



バックアップの削除

108 Copyright © 2020 Veritas Technologies, LLC. 

• リカバリポイントを選択して、「X削除」をクリックしま
す。

• エクスプローラで、リカバリポイントファイルを直接削
除することはできますが、バックアップ履歴画面に、リ
カバリポイントの情報が残ったままになります。

• これを避けるため、この機能を使用して不要なリカ
バリポイントを削除します。



リカバリポイントセットの削除
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• 前ページの「X削除」をクリックすると現れる画面です。



リカバリポイントのクリーンアップ
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• 最新のリカバリポイント以外のすべてを削除する場合
は、「クリーンアップ」をクリックします。



リカバリポイントのクリーンアップ(続き)
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• 削除してもよいリカバリポイントにチェックを入れて、
「削除」ボタンを押します。



バックアップの移動
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• リカバリポイントの場所を変更するときは、
「移動」をクリックします。



バックアップの移動(続き)
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• 移動先を指定します。

• 移動するリカバリポイントを選択します。



バックアップの移動(続き)
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• 移動方法を指定します。

• 最新のリカバリポイントを移動して、それ以外を削除
するか、すべてのリカバリポイントを移動するか、ファイ
ルのバックアップデータがある場合はそれも移動するか。



バックアップのコピー
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• 既存のリカバリポイントのコピーを作成する場合は
「コピー」をクリックします。



バックアップのコピー（続き）
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バックアップのコピー(続き)

117 Copyright © 2020 Veritas Technologies, LLC. 

• リカバリポントは1個ずつしか選択できません。



バックアップのコピー(続き)
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• ドライブ単位で選択できます。



バックアップのコピー(続き)
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• 保存先フォルダを指定します。

• 必要があれば、ファイル名を変更します。



バックアップのコピー(続き)
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• 圧縮設定を変更したり、詳細オプションでは、ファイル
を特定サイズごとに分割できます。

• サイズの分割は、RDXに保存したり、小さいサイズの
メディアに分割保存するときには有効な設定変更で
す。



バックアップのコピー(続き)
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バックアップのコピー(続き)
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バックアップのコピー(続き)
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バックアップ先の設定
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• 「設定」ボタンを押します。



バックアップ先の設定を管理(続き)

125 Copyright © 2020 Veritas Technologies, LLC. 

• ファイルとフォルダのバックアップのバージョン管理ができ
ます。デフォルトは6バージョンです。

• バックアップ保存先のディスク使用状況を監視します。

• 全容量100GB に対して、どれだけのサイズに達した
ら、ログに警告を出すかをきめることができます。

• 自動的に保存先にある増分リカバリポイントをマージ
して、過去の増分リカバリポイント削除します。

• 今すぐ実行するか、次のバックアップまで待つかを決め
ます。



Volume Shadow Copy Service (VSS) とは?
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• VSSは、Windows OS でのバックアップインフラストラクチャーを提供しています。これは、シャド
ウコピーと呼ばれる一貫性のある時点のデータのコピーを作成する機能です。

• VSS API は、メモリ上のデータをフラッシュするように各アプリケーションに依頼することで、データ
の消失を防止します。

• VSSは、シャドウコピー取得時に、ボリューム内のデータ位置を保存します。
ファイル/フォルダの追加、更新、削除など、ボリュームに対する変更が発生するごとに、シャドウコ
ピー管理領域(Diff Area) にコピーを行い、データ位置も記録します。これにより、シャドウコ
ピー作成時点のボリューム内容を保持しています。

• 更新が発生すると、都度、Diff Area に更新前の情報が保存されます。この方法によって、シャ
ドウコピー作成時の状態が仮想ボリュームとして保持され、ユーザやアプリケーションが、その仮想
ボリュームにアクセスして、シャドウコピー作成時のデータを利用できます。



VSSのコンポーネントの紹介
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コンポーネント 説明

Volume 
Shadow 
Copy サービス

下の3つの各コンポーネントとやり取り
するサービス

VSS リクエスタ シャドウコピーの作成を依頼するアプリ
ケーション

VSS Writer シャドウコピー作成時、データの一貫
性を保つために用意されているコン
ポーネント

VSS プロバイダ シャドウコピーを作成したり、管理する
コンポーネント



VSSのコンポーネントの紹介
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Shadow Copy Creation Process• Requestorは、常にVSSサービスとやり取りしている
ことに注目してください。

• つまり、Requestorが他のコンポーネントに直接アク
セスするのではなく、すべてVSSサービスがその仲介を
行っています。
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概要
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Veritas System Recovery Diskの作成
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• 「タスク」メニューから「新しいリカバリディスクの作成」を
選びます。

• 「表示」メニューから「リカバリディスクの状態を表示」
を選び、「今すぐ作成」をクリックします。



Veritas System Recovery Diskの作成
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Veritas System Recovery Diskの作成
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Veritas System Recovery Diskの作成
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Veritas System Recovery Diskの作成
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Veritas System Recovery Diskの作成
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• System Recovery Disk の作成で使うWinPE 
のバージョンと互換性がある適切なドライバを指定す
る必要があります。

• このリカバリディスクの作成に使う WinPE のバージョ
ンと互換性のないドライバは System Recovery 
Diskを使ってリカバリ環境を起動するときにロードさ
れません。

• 追加のドライバはこの画面上で追加します。

• 詳細はヘルプをご覧ください。



Veritas System Recovery Diskの作成
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Veritas System Recovery Diskの作成
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• ネットワーク上の場所からイメージをリカバリする場合、
［ネットワークオプション］パネルで、選択したネット
ワークオプションが使われます。

• System Recovery Disk をブートすると、ネット
ワークオプションが適用可能になります。



Veritas System Recovery Diskの作成
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• LightsOut Restoreを有効にすると、ローカルコン
ピュータのハードディスクドライブのリカバリ環境のコピー
が作成されます。

• LightsOut Restore のオプションにより、外部 USB 
メディアに保存された Veritas System Recovery 
Disk と同様のリカバリ環境に素早くブートできます。



Veritas System Recovery Diskの作成
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Veritas System Recovery Diskの作成
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Veritas System Recovery Diskの作成
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Veritas System Recovery Diskの作成
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• リカバリディスクの作成方法を紹介したビデオ(標準方式): 
http://players.brightcove.net/4396107486001/default_default/index.html?videoId=
5194480108001

• リカバリディスクの作成方法を紹介したビデオ(詳細方式): 
http://players.brightcove.net/4396107486001/default_default/index.html?videoId=
5194480096001

• 注）ここからもアクセスできます http://www.veritas.com/docs/000115934

※ 上のビデオは一般公開されており、アクセス可能ですので、ご参考にしてください。

http://players.brightcove.net/4396107486001/default_default/index.html?videoId=5194480108001
http://players.brightcove.net/4396107486001/default_default/index.html?videoId=5194480096001
http://www.veritas.com/docs/000115934


リストアのフロー
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1. System Recovery Disk から起動します。

2. 「コンピュータを修復」ウィザードを起動します。

3. リストアに使用するリカバリポイントを選択します。

4. ターゲットとなるドライブを選択します。

5. オプションを指定します。

6. リカバリポイントをリストアします。

90

90

90

90



Recovery Disk からの起動
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CD/DVD または USB から起動できるように設定されているか確認します。



リカバリ環境 (WinPE)

146 Copyright © 2020 Veritas Technologies, LLC. 



リカバリ環境 (WinPE) – ユーティリティタブ
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• 「サポートツールの実行」



リカバリ環境 (WinPE) – 「サポートツールの実行」を選択した
画面

148 Copyright © 2020 Veritas Technologies, LLC. 

• 「テクニカルサポート情報の収集」



リカバリ環境(WinPE) – 「テクニカルサポート情報の収集」を
選択した画面
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• 保存先は、できる限り、リカバリポイントの保存先など
にします。

• X:¥ 上は、SRDからブートしたときメモリ上に作成さ
れたドライブであるため、ここに保存しても、再起動後
には削除されてしまいます。



リカバリ環境(WinPE) – 「テクニカルサポート情報の収集」を
選択した画面
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• 保存先は、できる限り、リカバリポイントの保存先など
にします。

• X:¥ 上は、SRDからブートしたときメモリ上に作成さ
れたドライブであるため、ここに保存しても、再起動後
には削除されてしまいます。



「コンピュータを修復」ウィザード
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「コンピュータを修復」ウィザード – ドライブのマップ
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• NASなどのネットワーク上へ保存している場合は、
ドライブレターを割りあてます。



「コンピュータを修復」ウィザード – リカバリポイントの選択
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• リカバリポイントの指定方法として、「システム」を選択
している場合は、sv2i の拡張子を持つファイルを指
定する必要があります。

• Sv2i を指定することで、最新のリカバリポイントが自
動的に選択されてリストアできます。



「コンピュータを修復」ウィザード – リカバリポイントの選択
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• 「システム」が選択されていますので、sv2iのみ指定
可能です。

• 「次へ」進みます。



「コンピュータを修復」ウィザード – ドライブの修復
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• リカバリポイントファイルと、ボリュームの関連付けが表
示します。つまり、どのリカバリポイントファイルをどのボ
リュームにリストアするかを確認できます。

• また、検証オプションとして、リカバリポイントの破損が
あっても、リストアを継続するか、リストア前に検証を実
施するか、リストア前に検証しないかを選択できます。

• デフォルトでは、リカバリポイントの破損があっても、リス
トアを継続するが指定されています。



「コンピュータを修復」ウィザード – 概要
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• 終了ボタンを押して、リストアを開始します。



「コンピュータを修復」ウィザード – リカバリ進捗画面
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「コンピュータを修復」ウィザード – リカバリ完了画面
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LightsOut Restore (LOR) – 概要
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ローカルディスク上に、Recovery Disk のコピーをインストールして、OSとRecovery Disk 
とのデュアルブート環境を作成します。

HP Integrated Lights Out (iLO) や Dell Remote Access Card (DRAC) のよう
なハードウェア側の機能を使用すると、リモートからRecovery Disk を起動して、リモートで
復旧作業を行うことも可能です。



LightsOut Restore (LOR) – インストール
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LightsOut Restore (LOR) – インストール
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LightsOut Restore (LOR) – インストール
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LightsOut Restore (LOR) -インストール
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LightsOut Restore (LOR) -インストール
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LightsOut Restore (LOR) -インストール
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LightsOut Restore (LOR) -インストール
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LightsOut Restore (LOR) -インストール
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LightsOut Restore (LOR) -インストール
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LightsOut Restore (LOR) -インストール
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LightsOut Restore (LOR) – ブートメニュー
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• OS起動時に、LightsOut Restore の項目が追
加されます。

• これを選択すると、ローカルディスク上にコピーされた
Recovery Disk から起動できます。



LightsOut Restore (LOR) – リカバリ環境
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BIOS vs UEFI
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‘Cross firmware’ のリストアはできません。 – つまり、UEFIベース
のマシンのバックアップを、BIOSベースのバックアップにリストアできませ
んし、その逆も不可です。



BIOS vs UEFI（続き）
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• UEFIモードで作成したリカバリポイントをBIOSモード
でリストアしようとすると、このエラーが現れます。

• この場合、リカバリはできません。逆の場合も、同様の
エラーがポップアップします。



マシンがBIOSで起動している、UEFIで起動しているかのチェッ
ク方法
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リカバリ環境内で、次のレジストリキーにより、BIOSで
起動しているかUEFIで起動しているかを確認すること
ができます。: 
HKEY_LOCAL_MACHINE¥System¥CurrentC
ontrolSet¥Control¥PEFirmwareType

1 の場合 BIOS

2 の場合 UEFI

上のレジストリキーが存在しない場合は、
SRD 上で次のコマンドで作成することができます。
Wpeutil UpdateBootInfo

詳細は以下に情報があります。
https://msdn.microsoft.com/ja-
jp/library/windows/hardware/dn938383(v
=vs.85).aspx

https://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/windows/hardware/dn938383(v=vs.85).aspx


WinPE – 72 時間制限
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• Windows PE は配信やリカバリ以外の目的で使
われないように、マイクロソフトは、継続使用できる
時間制限として72時間が設定されています。この
時間を超えると、Windows PE は自動的に再起
動します。

• 詳細はここに記載されています。: 
https://msdn.microsoft.com/en-
gb/windows/hardware/commercialize/
manufacture/desktop/winpe-intro

https://msdn.microsoft.com/en-gb/windows/hardware/commercialize/manufacture/desktop/winpe-intro
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Veritas System Recovery 21 Monitorの概要
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• Veritas System Recovery 21 Monitor（以下System Monitor)は、複数の
Windows版のVeritas System Recovery（VSR)が導入されたマシンの状態を集
中監視するためのツールです。

• System Monitorは、VSRに標準装備（無償）されています。

• 監視用として任意のWindowsマシンにインストールすることができます。

• 同時に最大100台のリモートコンピュータのバックアップ保護状態を監視できます。

• VSRのLinux版が導入されたマシンの監視は行えません。

• Symantec System Recovery 2013 R2以降が
導入されたWindowsマシンを監視することができます。



Veritas System Recovery 21 Monitorのシステム要件
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• OS: Windows 2008R2/2012/2012R2/2016/2019
Window 7/8 (Desktop Edition) / 8.1 / 10(Desktop Edition) 

• Microsoft .NET Framework4.5.2

• 25MBのディスク

• 1024*768の画面解像度

• ファイアウォールにてDCOMポート（デフォルトTCP135）とVeritas System Recoveryサービス
（vprosvc.exe）を許可する

• UACを無効にする

• コンソールのリンクから設定画面を起動する場合は、Veritas System Recovery 21をインストールする

※ 必ずSystem Monitorのreadmeもご参照ください
https://www.veritas.com/content/support/ja_JP/doc/95114812-136689977-0/index

https://www.veritas.com/content/support/ja_JP/doc/95114812-136689977-0/index


Veritas System Recovery Monitorのインストール
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• インストールメディア内のフォルダ
「SSR¥SSRMonitor」の中の「Setup.exe」をクリッ
クして起動します。

• VSR本体のインストール時に利用した、
Browser.exeを実行した画面上からもインストール
することができます。



Veritas System Recovery Monitorのインストール
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• 「ベリタスソフトウェア使用許諾契約」の画面が表示
されます。

• 「使用許諾契約の条項に同意します(A)」にチェック
を入れた後、「次へ（N)」をクリックします。

• インストール先フォルダを指定する画面が
表示されます。ここではデフォルトのまま変
更せずに、「次へ（N)」をクリックします。



Veritas System Recovery Monitorのインストール
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• インストール準備完了の確認画面が表示されます。
• 「インストール（I )」をクリックします。

• インストールが完了すると、readmeの表示やアプリ
ケーションの起動の有無を確認する画面が表示され
ます。

• 今回は変更せずに、「完了（F)」をクリックします。
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• System Recovery MonitorのReadmeが表示
されます。各種重要情報が記載されていますので、
実際の導入時には必ず確認してください。

• ディスク上の保存先は、こちらになります。
C:¥Program Files(x86)¥Veritas¥Veritas 
System Recovery 
Monitor¥Docs¥ReadMe.htm

• こちらからも入手できます
https://www.veritas.com/content/support/ja_JP/d
oc/95114812-136689977-0/index

https://www.veritas.com/content/support/ja_JP/doc/95114812-136689977-0/index
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• （ドメイン環境の場合）、左上の青丸のアイコンをクリックし、「設定」を選択します。ドメイン環境の場合は「デ
フォルトのドメインアカウント」にチェックを付けて、バックアップ管理者のアカウントパスワードを登録し、「保存」を
クリックしてください。（ドメイン環境ではなく、共通のバックアップ管理者のアカウントが無い場合は、登録は不
要です）
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• 左上の青丸のアイコンをクリックし、「コンピュータの追加」を選択します。バックアップを監視するホスト名（また
はIP）と、そのコンピュータに接続するバックアップ管理者のユーザ名（アカウント）とパスワードを入力し、「追
加」をクリックします。※この時、前項でデフォルトのドメインアカウントの設定をしておくと入力の手間を省くことが
出来ます
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• 「 Veritas System Recovery 21 Monitor 」に
監視対象のホスト名（コンピュータ名）が追加されま
す。 複数台のコンピュータが あれば前項の操作を同
様に繰り返してください。

• 「状態」の所に表示されるステータスは、VSR の管理
画面の「ホーム」画面に表示されるステータス と同じも
のです。最後の実行日時や次回実行日時も確認で
きます。

• 情報は 定期的（既定で 60 分ごと） 更新され 、
右側の波線ボタン（「～」）をクリックするとその時点
の情報を確認できます 。

※なお、 デフォルトでは、全てのドライブのバックアップ状態が監視対象となってい
るため、もしバックアップを取らないドライブがある場合は、状態レポートのカスタマイ
ズを行い、各サーバで監視する項目を適切に設定ください。

• 危険性あり
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アイコン ステータス 説明

バックアップ済み ドライブが正常に保護され
ている

要注意 スケジュール未実行、長
期間保護されていない

危険性あり バックアップが実施されて
いない、バックアップがない

https://www.veritas.com/content/support/ja_JP/
doc/75874941-136689627-0/v67479757-
136689627

• System Recovery Monitorのアイコンの説明
に関する詳細はユーザガイドをご覧ください

• バックアップ済み

• 要注意

https://www.veritas.com/content/support/ja_JP/doc/75874941-136689627-0/v67479757-136689627
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• コンソールの表示をクリックすると、そのマシンのコンソール画面が表示されます。

注）複数のマシンの「コンソールの表示」を同時に起動するこ
とができますが、管理できるのは一度に１台のみとなります。
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AWS S3
Azure

Windows
PC / Server

Linux

VMware
Hyper-V

VSS対応
App & DB

幅広いプラットフォーム
とアプリに対応

Veritas System Recovery

マシン全体/ディスク個別を高速イメージバックアップ

マシン全体/ディスク個別、ファイル単位でも高速/簡単リカバリ

NAS

ディスク

USBディスク

システム

データ

クラウドへの直接バックアップも！
RDX

RDX

隠れパーティション

Copyright © 2020 Veritas Technologies, LLC. 

システムもデータも両方まとめて“簡単”、“高速”、“確実”に保護！

いざという時のシステム復旧はこれで安心！
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60日間無料の体験版をご利用ください！

https://www.veritas.com/ja/jp/protection/system-recovery

↓ ↓ ↓ 体験版お申し込みはこちら ↓ ↓ ↓
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https://www.veritas.com/ja/jp/protection/system-recovery
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ベリタステクノロジーズ日本語情報提供サイト

https://www.veritas-every1.com/

製品紹介
資料

ライセンス
ガイド

ハンズオン/
自習資料

セミナー/
イベント情報

▪製品資料、イベント/セミナーのご案内等

▪お役に立つ情報が満載です

▪是非ご活用ください！
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https://www.veritas-every1.com/
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サポート関連情報など

• サポートページ
– https://www.veritas.com/content/support/ja_JP/

• Veritas System Recovery User Guide
– https://www.veritas.com/content/support/ja_JP/doc/51004009-139353778-

0/index

• Veritas System Recovery Readme
– https://www.veritas.com/content/support/ja_JP/doc/54295949-139353363-

0/index

• Veritas System Recovery Software Compatibility List
– https://www.veritas.com/content/support/en_US/doc/VSR_21_SCL
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